
H24年度
(2012年)

H25年度
(2013年)

H26年度
(2014年)

H27年度
(2015年)

H28
(2016年)

H29
(2017)

H30
(2018)

H31
(2019)

H32
(2020)

H33
(2021)

H34
(2022)

H35
(2023)

H36～
(2024～)

先
行
エ
リ
ア

先
行
エ
リ
ア
ま
ち
び
ら
き

◆事業者選定

◆土地引渡

◆基盤整備

◆建物建築 等

◆事業者選定

◆土地引渡

◆基盤整備

◆建物建築 等

◆土地利用において必要な措置

■まちびらきの目標時期（案）

跡地利用
協議会

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
利
用
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
言
（
Ｈ
25
．
2
．
19
）

第
１
回
協
議
会

(

Ｈ
25
．
7
．
5)

跡
地
の
全
体
構
想

跡
地
利
用
計
画
策
定
着
手

跡
地
利
用
計
画
（
案
）
作
成

跡
地
利
用
計
画
作
成

※必要に応じ協議会を開催

必
要
な
調
整
・
手
続
等

年度

九
州
大
学
・福
岡
市

（
＋
事
業
者

）

◆事業者選定方法等の検討

・事業手法等の検討

・公募等の売却形式の検討

◆跡地利用計画に必要な
諸条件の整理

・近代建築物の取扱検討

・埋蔵文化財調査

・土壌汚染調査

・インフラ調査

・インフラ計画の検討

・樹木等調査の検討

・樹木等配置計画の検討

跡地利用
計画につ
いて協議

跡地利用計
画を踏まえ
た協議

移転スケ
ジュール

理学系
H27/10

文系
H29/10

文系
H30/10

農学系
H31/10

→H31/10 (2019/10)移転完了

跡
地
全
体
の
ま
ち
の
形
成
時
期
（
目
標
）

第
２
回
協
議
会

(

Ｈ
25
．
12
．
26)

・建物解体

・近代建築物の保存等措置

・埋蔵文化財発掘調査

・土壌汚染除去等措置

・必要なインフラ切替え工事等

・樹木等の保存等措置

◆跡地利用
計画(案)
の検討

工学系
H17/10済

一部先行処分の
可能性も有るエリア

一部先行処分の
可能性も有るエリア

組織の改組・
改編など

◆跡地利
用計画
の検討

・必要に応じた都市計画に関する
検討・手続き
（都市計画道路、地区計画等）

・基盤整備に関する検討

・まちづくりルールの検討・作成

◆需要調査（民間・公共）

・民間意向調査(H25/12)

・民間の提案受付(H25/11～)

・公共需要調査

・都市基盤計画の検討

・土地利用の計画、検討

・空間整備に関する検討

・事業手法等の検討

資料４
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○都市機能の集約による拠点化の進展 

 ・都心部をはじめ、東部広域拠点、アイランドシティ地区 

では、都市基盤整備や公共施設整備により、今後さらなる 

拠点化が進展する。 

  →箱崎キャンパス跡地においても、地区の特性に応じた 

拠点化（都市機能の充実）が求められる。 

→上記実現のため特に必要な機能、環境 

■成長・活力・交流（まちづくりの方針１） 

「新たな産業・雇用の創出」、「交流と賑わいの創出」、 

「立地特性を生かした広域連携拠点づくり」 

■教育・研究（まちづくりの方針２） 

「新たな教育研究機関の導入」、 

  「外国人・研究者の受け入れ環境の活用」 

 

○だれもが安心して暮らせる環境づくり 

 ・箱崎地区では、全市、東区に比べると緩やかだが着実に 

高齢化が進んでいく。 

 ・一方で、若年層の割合が高く、跡地利用の進展に伴い、一定の住居の立地も考えられることから、今

後も子育て世代の割合が多い年齢構成が続いていくと想定される。 

  →高齢者や子育て世代、成長していく子どもなど、あらゆる世代が安全・安心・快適で健やかに暮ら

せるまちづくりが求められる。 

→上記実現のため特に必要な機能、環境 

■安全・安心・健やか（まちづくりの方針３） 

「防災活動の場の創出」、「医療・福祉・健康づくり環境の充実」、「快適な居住環境の創出」、 

「地域コミュニティの充実」、「子どもが安心して学び、遊べる場の創出」 

まちの形成時期（目標）の福岡市及び箱崎 

１．上位計画での位置づけ 

福岡市総合計画 第９次福岡市基本計画より抜粋（目標年次：平成 34 年） 

■めざす姿  

・成長のエンジンである都心部を中心に、拠点の特性に応じて多様な都市機能

が集積し、交通基盤のネットワークにより移動の円滑性が確保された「福岡市

型のコンパクトな都市」を実現。 

・箱崎地区は都心部と東の広域拠点である香椎・千早地区の間に位置する地域

拠点であり、九州大学箱崎キャンパス地区は機能を充実・転換する地区に位置

づけられている。 

 

 

２．主な都市基盤の状況 

 

・各拠点（都心部、東部広域拠点、アイランド

シティ等）の都市基盤等の整備により、拠点化

が進む。 

・鉄軌道、空港、幹線道路等、都市の骨格とな

る基盤整備が概成。 

東部広域拠点 

（香椎･千早） 

活力創造拠点 

（ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ） 
都心部 他 

・香椎駅周辺土

地区画整理 

・香椎副都心公

共施設 

・３号線博多バ

イパス 

・都市高速道路 

・新青果市場 

・こども病院 

・拠点体育館 

・地下鉄七隈線

延伸 

・福岡空港平行

誘導路 

・セントラルパ

ーク構想 等 

 

 

 

３．人口推移 

(1)福岡市、東区の人口 
 

○福岡市の人口は平成 47(2035)年まで増加。 

→約 160 万人に達しピークを迎える 

○東区の人口は 7 区の中で最も増加。 
 

・生産年齢の割合が低下し、高齢化が一層進む。 

・高齢者の単独世帯数が増加する。 

・外国人人口が多く、人口に占める割合も高い。 

 

 

 

 

(２)箱崎（周辺４校区）の人口 
 

○平成 22(2010)年から 32 年(2022)までの 10 年間 

で約 7 千人増加。 
 

・全市･東区に比べ、25～34 歳の比率が高い。 

・全市･東区に比べ、緩やかに高齢化が進行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 福岡市将来推計人口、世帯数（平成 17年～62年） 
出典：福岡市の将来人口推計（基礎資料）-福岡市総務企画局 

図 箱崎キャンパス周辺の主な都市基盤の状況 

図 福岡市におけるコンパクトな都市の概念 

出典：福岡市総合計画 第 9次福岡市基本計画 図 年齢（５歳階級）別人口割合（平成 22年） 

出典：国勢調査 

■まちの形成時期（目標）を見据えた、まちづくりの方針について 
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福岡市 

東区 

４校区 

（千人） （千世帯） 
まちびらきの目標時期 

人口ピーク 

195 201 177 164 

1,012  995  975  
870  

257 

396 
454 

539 

706 

833 
898 

968 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

65歳以上 

15～64 

0～14 

世帯数 

1,464 
1,592 1,606 1,573 

(13.3%) 

(69.1%)  

(17.6%)  

(12.6%) 

(62.5%)  

(24.9%)  

(10.4%) 

(55.3%)  

(34.3%)  

2010 年 

（平成 22 年） 

2025 年 

（平成 37 年） 

2035 年 

（平成 47 年） 

2050 年 

（平成 62 年） 

（60.7%) 

(11.0%)  

(28.3%)  

<まちづくりの方針のキーワード> 

※跡地利用将来ビジョンより 
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市上位計画 【目標年次平成３４年度】

■福岡市総合計画 第９次福岡市基本計画 第２章 計画各論

「２ 空間構成目標 （２）めざす姿」より抜粋

①箱崎地区
・地域拠点：区やそれに準ずる生活圏域の中心として、日常生活に必要な商業機能やサービ
ス機能など諸機能が集積した地区

※その他の地域拠点：和白、雑餉隈、六本松・鳥飼・別府、長住・花畑、野芥、姪浜、橋本、今
宿・周船寺

②九州大学箱崎キャンパス地区
・機能を充実・転換する地区：九州大学箱崎キャンパス地区は市街地内の貴重な大規模活用
可能地として、大学の移転進捗を踏まえ、新たな都市機能の導入などを検討する地区

※その他の機能を充実・転換する地区：舞鶴公園・大濠公園地区

「３ 区のまちづくりの目標 東区」より抜粋

○歴史・文化、自然の魅力を生かし、新しい可能性を生み出すまち

・東区のシンボルとなる行事や歴史・文化的な資産の魅力を磨き、海・川・山の水辺や緑など
の自然環境を守り、これらの地域の魅力、特色を生かしたまちづくりを進めます。

・また、九州大学の移転に伴う箱崎キャンパス跡地は、将来の都市活力の一端を担うポテン
シャルを有しており、既存施設の活用、土地利用の転換による新たな都市機能の導入などの
検討を進めます。

■第９次福岡市基本計画 ■都市計画マスタープラン（改訂原案）Ｈ25.11

まちの形成時期（目標）の福岡市及び箱崎
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まちの形成時期（目標）の福岡市及び箱崎

福岡市の年齢階層別将来推計人口

将来推計人口における年齢階層の構成変化

○福岡市の将来推計人口（Ｈ62年まで５年刻み）

単位：千人

単位：%

274

292

314
328

196

213
231 245

167
178 185 191

246 247 249 247

129 129 130 130

210 212 216
219

179
193

201 208

100

150

200

250

300

350

2005
（平成17年）

2010
（平成22年）

2015
（平成27年）

2020
（平成32年）

東区

博多区

中央区

南区

城南区

早良区

西区

○区別人口（Ｈ22年）

区別将来推計人口 単位：千人

出典：福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局

出典：福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局

出典：福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局

○東区の将来推計人口（Ｈ32年まで５年刻み）

人口総数 外国人人口 外国人割合
（人） (人） （％） （ｋ㎡） （人/ｋ㎡）

福岡市 東区 292,199 5,896 2.0% 67.98 4,298

福岡市 博多区 212,527 2,968 1.4% 31.47 6,753

福岡市 中央区 178,429 2,159 1.2% 15.16 11,770

福岡市 南区 247,096 2,610 1.1% 30.98 7,976

福岡市 城南区 128,659 841 0.7% 16.02 8,031

福岡市 早良区 211,553 1,464 0.7% 95.88 2,206

福岡市 西区 193,280 1,387 0.7% 83.83 2,306

計 1,463,743 17,325 1.2% 341.32 4,288

平成22年国勢調査
面積 人口密度

区別人口（外国人人口）

出典：九州大学箱崎キャンパス跡地利用将来ビジョン（参考資料）
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○周辺４校区の将来推計人口（Ｈ32年まで５年刻み）

単位：%

単位：千人

6.4  7.0  7.5  7.9 

35.0 
40.3  41.6  42.3 

5.6 

7.0 
9.1  10.7 
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65歳以上 15～64 0～14

47.0

54.3
58.3

60.9

13.6 12.8  12.8 13.0

74.4 74.3  71.5 69.4

11.9 12.9 15.7  17.6

0%

20%
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60%
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100%
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（H17）
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（H22）

2015
（H27）

2020
（H32）

65歳以上 15～64 0～14

周辺４校区の年齢階層別将来推計人口

将来推計人口における年齢階層の構成変化

まちの形成時期（目標）の福岡市及び箱崎

実績 将来推計

実績 将来推計

※周辺４校区の将来人口は、平成２２年人口をベースに、東区の推計値を参考に算出

出典：平成17年、22年国勢調査
福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局

○東区の将来推計人口（Ｈ32年まで５年刻み）
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将来推計人口における年齢階層の構成変化

単位：%

単位：千人

実績 将来推計

実績 将来推計

出典：平成17年、22年国勢調査
福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局

出典：平成17年、22年国勢調査
福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局

出典：平成17年、平成22年国勢調査
福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局
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○福岡市の将来推計世帯数（Ｈ62年まで５年刻み）

まちの形成時期（目標）の福岡市及び箱崎

実績 将来推計

世帯数、世帯人員の推移

２人以上世帯数と単独世帯数の推移

273 280 297 315 332 347 353 360 365

63 83
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0

100

200

300

400

500

600

700

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（H32）

2025
（H37）

2030
（H42）

2035
（H47）

2040
（H52）

2045
（H57）

2050
（H62）

65歳以上 65歳未満

336
363

399
434

469
501 529

557
582

単位：千世帯

出典：福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局

出典：福岡市の将来人口推計（基礎資料）‐福岡市総務企画局
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福岡市 東区 ４校区

○福岡市、東区、周辺４校区の年齢別人口割合（Ｈ22年）

年齢（５歳階級）別人口割合（平成22年）

出典：平成22年国勢調査
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